
１ はじめに

本県では，核燃料サイクル開発機構人形峠環境技術

センターウラン濃縮施設周辺等の環境監視の一環とし

て，放流水，河川水及び飲料水等陸水中のウランを測

定している。現行の分析法である吸光光度法（キレー

ト樹脂法＋吸光光度法）１）においては，試料の前処理，

分離・精製及び測定を行い結果を得るためには少なく

とも２週間程度の日数が必要である。

一方，平成１４年７月に公定法に採用された ICP−MS

法１）は，迅速，簡便かつ高精度な方法であるが，これ

まで蓄積されたデータとの連続性を考えれば安易に測

定法の変更はできない。そこで，現行の環境監視にお

ける吸光光度法による分析に並行して ICP−MS法に

よる分析を行ったので報告する。

２ 方 法

２．１ 試料の調製

採水後，吸光光度法用として塩酸を，ICP−MS法用

として硝酸を０．２％濃度になるように加えて用いた。

人工的に調製したウラン試料（純水にウラン，少量

の塩化マグネシウム，塩化カルシウム，硫酸ナトリウ

ム及び１L 当たり塩酸５mLを添加して混合）も用い

た。

２．２ 分析方法及び測定機器

� 分析方法

文部科学省編のウラン分析法１）に準じて，試料前処

理，分離・精製及び測定を行った。

表１に分析法の比較を示す。

� 測定機器

分光光度計は島津製作所製 MultiSpec−１５００を，

ICP−MSは島津製作所製 ICPM－８５００を用いた。

なお，測定値は，吸光光度法では天然ウランを仮定

して U重量（µg）を８１．０１で除して，ICP−MS法では

U－２３８重量（µg）を８０．４２で除して U－２３８放射能

（Bq）へ換算した。

３ 結果及び考察

表２に測定結果を示す。

吸光光度法で有意な値が検出されたのは１１４検体中

３検体（２．６％）であったが，両分析法の結果は良い

一致を見た。

測定値について比較するために，吸光光度法で有意

な値が検出された検体について，各々２試料づつ，両

分析法で追加分析した。併せて人工的に調製した試料

２検体についても併せて分析した。表３に測定結果を

示すが，両者の結果は良い一致を見た。

文 献

１）文部科学省：ウラン分析法，放射能測定法シリー

ズ１４，平成１４年改訂

【資 料】

ウラン分析における高周波誘導結合プラズマ
質量分析（ICP-MS）法に関する調査

－陸水中のウラン分析－

信森達也，清水光郎，何本孝人，道広憲秀（放射能科）

［キーワード：ウラン，ICP−MS，吸光光度法］

表１ 分析法の比較

分 析 法 吸光光度法 ICP−MS法

分析供試量 １L ５０mL

分析目標レベル
（µg／L）

２ ０．００２
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表２ ウラン濃度測定結果
（単位：Bq／L）

採水地点 測定方法 Ｈ１５．４ Ｈ１５．５ Ｈ１５．７ Ｈ１５．１０ Ｈ１５．１２ Ｈ１６．１ 平成１５年度
（平均値）

１ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
０．００４８

ND
０．０１６６

０．０９
０．０８１６

ND
０．００９５

ND
０．０２８１

２ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
０．００１１

ND
０．００１３

ND
０．００１７

ND
０．００１６

ND
０．００１３

ND
０．００１８

ND
０．００１５

３ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
０．００８４

ND
０．００８２

ND
０．００７９

ND
０．００８２

ND
０．００８２

４ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
０．０００１

ND
０．０００１

ND
０．０００２

ND
０．０００３

ND
０．０００２

ND
０．０００２

ND
０．０００２

５ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
０．００２０

ND
０．００３４

ND
０．００６６

０．０４
０．０４４９

ND
０．００３５

ND
０．００４６

ND
０．０１０８

６ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
０．００１１

ND
０．００１７

ND
０．００１１

ND
０．００１２

ND
０．００１１

ND
０．００１６

ND
０．００１３

７ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
０．０００６

ND
０．０００８

ND
０．０００８

ND
０．０００５

ND
０．０００７

８ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
０．００２２

ND
０．００３３

ND
０．００２８

ND
０．００１１

ND
０．００２４

９ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
０．０００７

ND
０．０００７

ND
０．０００９

ND
０．００１０

ND
０．０００７

ND
０．０００８

ND
０．０００８

１０ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
０．０００３

ND
０．０００５

ND
０．０００３

ND
０．０００４

ND
０．０００３

ND
０．０００７

ND
０．０００４

１１ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
０．０００２

ND
０．０００２

ND
０．０００３

ND
０．０００３

ND
０．０００４

ND
０．０００７

ND
０．０００３

１２ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
０．０００４

ND
０．０００６

ND
０．０００６

ND
０．０００９

ND
０．０００７

ND
０．０００６

ND
０．０００６

１３ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
０．０００３

ND
０．０００３

ND
０．０００５

ND
０．０００５

ND
０．０００５

ND
０．００８５

ND
０．００１８

１４ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
０．０００４

ND
０．０００４

ND
０．０００４

１５ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
０．０００３

ND
０．０００３

ND
０．０００４

ND
０．０００４

ND
０．０００４

ND
０．０００６

ND
０．０００４

１６ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
０．０００５

ND
０．０００４

ND
０．０００６

ND
０．０００５

１７ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
０．０００４

ND
０．０００４

１８ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
０．０００１

ND
０．０００３

ND
０．０００２

ND
０．０００５

ND
０．０００３

１９ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
０．０００３

ND
０．０００４

ND
０．０００４

ND
０．００８３

ND
０．００２３

２０ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
ND

ND
０．０００１

ND
０．０００１

ND
０．０００４

ND
０．０００２

２１ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
０．０１７０

ND
０．０２３６

ND
０．０２２１

０．０３
０．０２８５

ND
０．０２２８

２２ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
ND

ND
ND

ND
０．０００１

ND
０．０００１

ND
０．０００１

２３ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
ND

ND
０．０００１

ND
０．０００１

ND
０．０００１

ND
０．０００１

２４ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
ND

ND
ND

２５ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
ND

ND
ND

２６ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
ND

ND
ND

２７ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
ND

ND
ND

２８ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
ND

ND
ND

２９ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
ND

ND
ND

３０ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
ND

ND
ND

３１ 吸光光度法
ICP−MS法

ND
ND

ND
ND
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表３ 吸光光度法及び ICP−MS法によるウラン濃度測定
結果の比較

（単位：Bq／L）

試 料 名
吸 光
光度法

ICP−MS法
ICP−MS法／
吸光光度法

河川水（No．１） ０．０９ ０．０８ ０．９
（Ｈ１５．１０採水） ０．０９ ０．０８ ０．９

０．０９ ０．０８ ０．９

河川水（No．５） ０．０４ ０．０４ １．０
（Ｈ１５．１０採水） ０．０５ ０．０５ １．０

０．０４ ０．０５ １．３

調製試料１ ０．０７ ０．０７ １．０
０．０７ ０．０７ １．０
０．０７ ０．０７ １．０

調製試料２ ０．１０ ０．１０ １．０
０．１０ ０．１１ １．１
０．１０ ０．１１ １．１
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